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OL をぢ（原筧） 

Fraxinus Spaethiana Lingelsheim (1907) ハ英國キユて植物園デ栽培サレテ居夕木 
カラ探ツタ花モ果モナイ標本二基イテ記載サレタモノデアル。コレハ頂生花序節 （ Sect . 
Oriius ) 二入レラレタガ、コノ木ハー度モ開花シタ事ナク、ソレマデ同節ノ Sieioldiana 
等卜誤マラレテ居夕.事カラ想像シタニ過ギナイノデアル〇ソノ最モ著シイ特徵トシテ葉柄 
ノ基部ガ著シク膨大スル點ガ擧ゲラレテ居ル。私ハ Gray Herbarium デ キエ—植 物園ノ 
同樹カラ採集サレタ標本ヲ見、又東大腊葉室ニハ早田文藏博士ガ明治43年 キュ- 植物園 
デ、、 自ラ採集サレタ檩本ガアル0コレ等ノ標本ハ葉柄ノ特徵力.ラ見テモ、又他ノ性質ニヨ 
ルモ、白澤保美博士 X 大正元年)】ノ云ハレル如ク、ョク我ガ國ノしをち'類ニー致シ、他ノ種 
類トハ明カニ區別サレル。原記載ニハ葉ハ glaberima トアルガ、標本ニョレパ小葉下面 
主脈ノ兩側二白細毛ガアル。 

しをぢ類ハ今迄数種記載サレ、主二小葉ノ形、毛/多少、翅杲ノ形等ニョツテ區別サレテ 
居 ル。/ 併シコノ類ハ杲實ノ アル 檩本ヲ採集スル機會ガ少イタメ、少敷ノ標本 二 基イテ記載 
サレテ居テ、個體ニョル變異等ヲ硏究スル資料ガ不足シテ居ル。多分猪熊泰三氏（昭和6 
年）ガ書カレタ樣二こばちハしをぢ卜苘ーデアリ、又加いしじのきヤ 'しこくしをぢモ別種 
デ ハナ カロウト思ハレル。左 樣二考 へレバ我ガ國ノしをぢ類ノ、唯一種卜竟做サレ、本州中 
部以西、四國、九州ノ .山地二廣ク分布シ、ソノ學名トシテハ F. Spaethiana Lingelsheim 
ヲ用ヒルノガョイ事 ニナ ル。かいしじのきノ、葉軸、小葉下面二毛ガ多イノデ、ソノー變種 

var. mpponica (Koidz.) Hara, comb. nov. (F. nipponica Koidzumi in Bot . iviag. 
Tokyo XXYIII , 286, 1914) 卜考へタイ。 

序二記スガそうましをぢ（ガ. tenoderaecarpa Koidzumi, 1934) 卜云•フモノハ、しを 
ぢトハ全ク異ル植物デアル。コノ木ハ磐城石城郡閼伽井岳產トシテ發表サレタガ同:山ニハ 
ナク、コレハ平町字大町ニテ野崎順氏ガ採集シタモノデ栽植品デアル 0 東亞ハ近似種ナ 
ク 、私ハ Green Ash 卜呼バレテ居ル北米產ノ F. lanceolata Bokkhausen {F. viridis 
Michaux, F. pennsylvanica Marshall var. lanceolata Sargent) 卜同ート思フ。 
Sargent ^ Silv. N . Amer . VI , t . 272 (1894) 二戾イ圖ガアル。 

O 高野長英 • 渡邊睪山（久內淸孝） 

コレ等ノ人達ガ、愛國憂世ノ志士 デアツ タ事ノ 、餘リ こ顯著ナ事實ダガ、 同時と 彼等ガ博 
物部門 トモ 關係 ノア ル事 ノ、、 知ル人ゾ知ル程度ノ事實 二 過ギナイ。卽チ長 英ハ天 保7年 二 
起ツタ東北地方ノ凶年二鑑 ミ、 同年二物考ヲ著シテ居ル（此ノ本 ハ、 明治15年二群馬縣勸 
業課カラ再版サレ テ 居ル）。マ.夕、二物考こハ畢山ノ 寫生二 力、ル、じ やがい もノ圖ガ揷圖 
ト シテアル （二物トノ 、そば卜じやがいも ヲ指ス） 0 近頃コノ 圖ガ、 恩田經介氏ノおも しろい 
植物(昭和17年）、 及 ビ新村出氏ノ南方記（昭和18年） 二 轉寫サレテ居ルカラ、多 夕/人 ノ 
目二映 ジタ コトデアラウ。 長 英ハニ 物考ヲ執筆スル丈ノ實力素養 ノアツタ人デ、アルシ、 犟 
山ハ畫家 トシ テモ旣二定評 ノアル 腕前 ノア ツタ人 デアリ、且ツ 草木六部耕種法 ノ序二 依レ 
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